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～新型コロナウイルスから患者さんを守るために～

寄附金のお願い
～新型コロナウイルスから患者さんを守るために～

　寄附金は、病院の施設や環境の整備、新しい知識や技術などの研究開発、医療スタッフ育成のための経費
に活用させていただきます。皆さんからのご協力・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

てこそ、存在意義があると考え、当院
では開設当初より救急車の受け入れを
積極的に行ってきました。それに伴っ
て新たな急性期病棟の開設、回復期リ
ハビリテーション病棟をはじめとした
専 門 的 医 療 提 供、PET-CTやSPECTな ど
先端医療機器の導入、新たな診療科の
開設や医師・コメディカルの増員、診
療体制の充実を図ってきました。

　昨年は、認知症と放射線治療の分野
において著名な先生方を迎え、診療体
制をさらに強化しました。東京医科大
学高齢診療科主任教授であった羽生春
夫先生を迎え、認知症疾患研究センター
を立ち上げました。認知症の診断と鑑
別を中心に診療を行っております。ま

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の
影響により、私たちの暮らしや取り巻
く環境が一変しました。当院において
も感染症の拡大を防止するため最大限
の対策を実施しております。地域の皆
さんにはご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。今号で
は、昨年の当院のトピックスと本年の
取り組みについてご紹介したいと思い
ます。

2020年のトピックス
　2020年4月、総合東京病院は開設10
年を迎えました。当院は、この地にあっ
た病院の経営を受け継ぐ形で運営をス
タートしました。「救急やらずして病院
にあらず」。病院は困っている人を助け
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た前東海大学医学部放射線治療科教授の国
枝悦夫先生を放射線治療センター長に迎
え、がん放射線治療を本格的に開始しまし
た。放射線治療装置「True Beam STx」と
高精度でがんのみを狙って照射する最新の
技術を導入し、患者さんの負担が少ない放
射線治療を実施しております。がん治療、
放射線治療に関してのセカンドオピニオン
外来も行っておりますのでお気軽にご相談
ください。
　その他のトピックスとして、当院は公益
財団法人日本医療機能評価機構が実施して
いる「病院機能評価」の認定を受けました。
病院機能評価とは、第三者機関である同機
構が病院組織全体の様々な機能について客
観的にチェックを行い、全ての評価項目に
ついて一定水準以上であると認めた場合に
認定証が発行されるという制度です。
　「認定病院は、地域に根ざし、安全・安心、
信頼と納得の得られる医療サービスを提供
すべく、日常的に努力している病院」で、「現
在、全国の約3割の病院が病院機能評価を
活用」しているとされています。（日本医
療機能評価機構HPより）

地域のためにさらなるチャレンジ！
　この10年間、当院の機能を高めるだけで
なく、地域とのつながりを構築することに
も注力してきました。地域住民の皆さんへ
の市民公開講座の開催、地域の医療従事者
の皆さんに症例を紹介して有益な医療情報
を提供する地域連携カンファレンス（研修
会）の開催を行ってきました。さらに地域
に根ざした医療を提供していくために、当
院は地域医療支援病院の取得に向けて準備
を進めております。地域医療支援病院とは、
かかりつけの診療所やクリニックの医師・
歯科医師を支援するとともに、救急医療や
地域医療の中核を担う体制を備えた病院の
ことを指し、一定の要件を満たした病院に
対して都知事より承認されるものです。地
域医療支援病院の取得にあたり、選ばれた
地域の皆さんと共に運営協議会を定期的に
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開催することが定められています。また医
療従事者向けに地域連携カンファレンスを
12回以上開催することも明記されていま
す。現在は一堂に会して開催することが難
しいため、オンラインツールZoomを使っ
て各診療科の地域連携カンファレンスを開
催しております（図1）。オンライン上でも
お互いの顔の見える会を毎回企画しており
ますのでぜひご参加ください。
　また、地域の皆さん向けの市民公開講座
として病気の紹介や予防のためのトレーニ
ング方法など役立つ情報を動画で掲載して
おります。ぜひホームページをご覧くださ
い（図2）。

　最後になりましたが、当院の理念（院是）
である「すべては患者さんのために」を片
時も忘れることなく、地域医療にさらに貢
献していきたいと考えております。引き続
き、当院の病院運営にご理解・ご協力をよ
ろしくお願いします。

図1：地域の医療従事者の皆さんとのカンファレンス

図2：市民公開講座をホームページで公開中
　　  詳細は3ページをご覧ください。
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病院からのお知らせ
◯「女性のためのからだケア教室」参加者募集

　骨盤底筋体操を女性理学療法士がわかりやすく指導いたします。
　お問い合わせ・お申し込みは下記電話番号にご連絡ください。
　開　　催：3/18、3/27 ※日程はご相談ください
　時　　間：11：00 ～ 12：00（開場　10：45）
　講　　師：理学療法士　杉山　春美
　受 講 料：1,000円（税抜）
　持 ち 物：タオル、飲み物（動きやすい服装でお越しください）
　開催場所：R棟1階　耳鼻咽喉科隣　会議室

南東北グループ 医療法人財団  健貢会

総合東京病院総 合 東 京 病 院

●午前受付　午前8時～午前11時30分　（診療開始 午前9時～）
●午後受付　午後12時30分～午後3時　（診療開始 午後1時～）

外来時間  （月～土曜日、祝日は除く）

外来診療予約専用ダイヤル

03－3387－5545
受付時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日除く）

ホームページはこちら

■ 当院の理念
すべては患者さんのために

■ 個人情報保護について
　当院は、患者さんの個人情報につい
て、正確かつ最新の状態に保ち、患者さ
んの個人情報の漏洩、紛失、破壊、改ざ
んまたは患者さんの個人情報への不正な
アクセスを防止することに努めます。

■ 患者さんの権利
１．人格が尊重され、最善の医療を公正に受け

る権利があります。
２．病状や医療行為について納得できるまで十

分な説明を受ける権利があります。
３．ご自身の選択に基づく医療を受ける権利が

あります。
４．他の医師の意見（セカンドオピニオン）を

受ける権利があります。
５．ご自身の診療記録の開示を受ける権利があ

ります。
６．診療上得られた個人情報やプライバシーは保護

される権利があります。

■ 患者さんの責務
１．適切な医療を受けるため、自らの健康状態等、

必要とされる情報を可能な限り正確に医療提供
者に伝えていただきます。

２．医師から十分な情報と説明を受けた上で、診断・
治療方針について、自らの意思を明らかにして
いただきます。

３．治療に必要な指示を守っていただきます。
４．病院の快適な療養環境の維持に協力していただ

きます。
＊ 暴言・暴力や迷惑行為、および器物破損行為を禁
　 止します。
＊ 診療を阻害するような迷惑行為などがあった場合、患
　 者さんおよびご家族の意思に関わらず、退去していた 
　 だくことがあります。

ISO9001
2018年3月　取得

病院機能評価
2020年4月　取得

市 民 公 開 講 座

認知症疾患研究センター長

羽生　春夫 医師

認知症を知り、防ごう！③「認知症を予防する生活術」

栄養管理科

笹本　友里 管理栄養士

認知症予防のための食事 基本編

オンライン

総合東京病院ホームページにて公開中！

QRコードを読み込むと市民公開講座の
動画配信ページが表示されます。

動画視聴方法

お問い合わせ
リハビリテーション科（担当　杉山）
☎️ 080-4739-2777

（月～金　9:00 ～ 17:00）


